
平成27年8月5日 
10:30～ 

第１回 
田原市津波防災地域づくり 

推進協議会 
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津波防災地域づくり推進計画の 
策定について 
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 津波防災地域づくりに関する法律 
出典：「津波防災地域づくりパンフレット（H26.3作成）国土交通省」より 
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 いのちを守る津波防災地域づくりのイメージ 
出典：「津波防災地域づくりパンフレット（H26.3作成）国土交通省」より 
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 津波浸水想定の設定 
出典：「津波防災地域づくりパンフレット（H26.3作成）国土交通省」より 
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 津波防災地域づくりに関する法律に基づく津波浸水想定 

浸水面積3,153ha 

代表地点における津波水位予測図 

愛知県津波浸水想定（平成26年11月26日公表） 
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 津波災害警戒区域等の指定 
出典：「津波防災地域づくりパンフレット（H26.3作成）国土交通省」より 
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 推進計画の策定        津波防護施設の整備 
出典：「津波防災地域づくりパンフレット（H26.3作成）国土交通省」より 
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 推進計画の策定方針 なんとしても… 

 

箇条書きでOK 

推進計画を作成する意義は、最大クラスの津波を想定してどのように
津波防災地域づくりを進めていくのか、市町村が地域の実情に応じて
その具体の姿を総合的に描き、住民をはじめ地域全体で共有すること
にある。このため、推進計画の作成に当たっては、避難路や避難施設
等の整備といったハード施策や警戒避難体制の整備や一定の建築物
の建築及びそのための開発行為の制限といったソフト施策を地域の実
情に応じて適切に組み合わせ、かつ、計画の内容を住民等にわかりや
すく示すことに十分に配慮する必要がある。（通知） 

推進計画を作成する意義は、最大クラスの津波に対する地域ごとの危
険度・安全度を示した津波浸水想定を踏まえ、様々な主体が実施する
ハード・ソフト施策を総合的に組み合わせることで低頻度ではあるが大
規模な被害をもたらす津波に対応してどのような津波防災地域づくりを
進めていくのか、市町村がその具体の姿を地域の実情に応じて総合的
に描くことにある。これにより、大規模な津波災害に対する防災・減災対
策を効率的かつ効果的に図りながら、地域の発展を展望できる津波防
災地域づくりを実現しようとするものであり、「一津波防災地域づくりの推
進に関する基本的な事項」に示した考え方を踏まえて作成するよう努め
るものとする。（基本指針） 

• ソフト・ハード施策を組み合わせた津波防災地域づくりの総合ビジョンを示す 
 ＜津波防災地域づくり法のソフト・ハード施策＞ 

   – 各種施設の整備（ハード） 
   – まちづくり関係（ソフト・ハード） 
   – 警戒避難体制の確保（ソフト） 
 

• 行政だけでなく地域住民等とビジョンを共有する 

 

• 将来にわたって取組を継続する 
  → 計画に終期はない。適切なフォローアップを 

最大クラス（Ｌ２）の津波から市民の生命を守るため、考えられるあらゆる手段や

手法、仕組みづくり等の対策を講じることにより、「津波からの犠牲者ゼロ」を
目指すことを目標として掲げる 

目指すべき目標 
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津波対策は、これまでも各種施策を実施してきたが、「なんとしても人命を守る」と
いう観点から、内容をより詳細に調査し、法定計画に位置付けることにより、関係
機関との連携、適切な役割分担の下、地域の特性に応じた津波対策を推進し、津
波災害に強いまちづくりを進めていく 

計画の必要性 



田原市津波防災地域づくり推進計画 策定体制 

田原市津波防災地域
づくり推進協議会 

 
○計画案の策定、 
  連絡・調整 

 

【構成メンバー】 
 有識者、国、県の機関 
 民間企業・団体 
 市 

田原市防災会議 
○計画案への意見 
【構成メンバー】 
  国、県の機関、県警、市、教育、消防、 
  ライフライン企業、議会、医師会、 
  社協、コミ連合会、各種団体、自衛隊、 
  有識者 

田原市議会 
○計画案への意見 
  各常任委員会、全員協議会への報告 

田原市地域コミュニティ連合会 
○計画案への意見 
【構成メンバー】 
  20校区コミュニティ協議会長 

パブリックコメント 

田原市部長会議 
○計画案の検討等 

田原市政策会議 
○計画案の検討等 

報告説明 

意見 

意見 

報告説明 

庁
内
策
定
体
制 

検討ワーキング 
○計画案の検討、連絡・調整 
【構成メンバー】 
 関係課長 

意見提案 情報提供 

報告説明 

意見 

 

関 

係 

機 

関 
 

調整 
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田原市の津波被害想定について 
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出典：内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会（平成24年8月29日公表資料より抜粋）」  

愛知県発表資料 
（平成26年11月26日公表） 

一部修正 

 対象津波（最大クラス）の設定について 

12 

想定震源断層域 



「過去地震最大モデル」（Ｌ１）被害予測結果 

全壊焼失棟数 

建

物

被

害 

揺れ 約4,200棟 

液状化 約60棟 

津波・浸水 約100棟 

急傾斜地崩壊等 約40棟 

火災 約800棟 

合計 約5,200棟 

震度分布・浸水想定域等 

震  度（最大） 7 

津波高（最大） 10.2m  

津波到達時間（30cm津波高） 12分 

浸水想定域（浸水深1cm以上） 1,931ha 

死者数 

人

的

被

害 

建物倒壊等 約200人 

  うち屋内落下物等 約10人 

津波・浸水 約100人 

  うち自力脱出困難 約70人 

  うち逃げ遅れ 約40人 

急傾斜地崩壊等 －人 

火災 －人 

合計 約300人 

※端数処理を行っているため、合計値は一致しない。 

最大浸水分布図（浸水深1cm以上） 

浸水面積1,931ha 

震度分布図（陸側ケースと東側ケースの最大値） 

出典「平成２３年度～２５年度愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査結果」 
愛知県防災会議地震部会 平成２６年５月公表 
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震度分布図（陸側ケースと東側ケースの最大値） 最大浸水分布図（浸水深1cm以上） 

「理論上最大モデル」（Ｌ２）被害予測結果 

津波到達時間（津波高30cm） 沿岸津波高 

最大津波高21m 
※日出の石門付近のみ（○の付近） 

最短到達時間6分 
※遠州灘の東側から到達 

平野の大部分で震度7 

全壊焼失棟数 

建

物

被

害 

揺れ 10,279棟 

液状化 13棟 

津波・浸水 817棟 

急傾斜地崩壊等 36棟 

火災 1,278棟 

合計 12,423棟 

震度分布・浸水想定域等 

震  度（最大） 7 

津波高（最大） 21m  

津波到達時間（30cm津波高） 6分 

浸水想定域（浸水深1cm以上） 3,145ha 

死者数 

人

的

被

害 

建物倒壊等 549人 

  うち屋内落下物等 40人 

津波・浸水 988人 

  うち自力脱出困難 267人 

  うち逃げ遅れ 721人 

急傾斜地崩壊等 4人 

火災 50人 

合計 1,571人 

人口の約1/3が津波避難対象区域に在住 

※ケース毎最大値掲載のため、合計値は一致しない。 出典「田原市南海トラフ地震被害予測調査業務報告書」田原市 平成27年6月公表 14 



【参考】過去地震による津波高と浸水区域 
           出典：「愛知県東三河地域における地震による津波の歴史 東三河地域防災協議会」平成26年2月（一部修正）より 
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田原市のこれまでの津波対策について 

16 



これまでの津波対策について 

名 称 時期 内容等 

田原市東海・東南海・南海地震の
地震被害想定調査 

H24.2 
中央防災会議（2003）による東海地震・東南海地震・南海地震同時
発生を想定地震とした地震被害想定調査の実施 

田原市地震・津波対策戦略ワーキ
ング 
 ・共通WG 

H24.6 共通認識と役割分担 

田原市地震・津波対策戦略ワーキ
ング（計７回） 
 ・総務WG 

H24.6 
～H25.2 

重点検討項目 
 ・避難体制の確立（情報伝達手段、避難手段・方法） 
 ・避難場所の確保（一時避難場所、避難場所、避難ビル） 

田原市地震・津波対策戦略ワーキ
ング（計７回） 
 ・建設経済WG 

H24.6 
～H25.2 

重点検討項目 
 ・海岸保全施設の整備促進（防波堤、防潮堤、水こう門等） 

田原市地震・津波対策戦略ワーキ
ング（計７回） 
 ・福祉教育WG 

H24.7 
～H25.2 

重点検討項目 
 ・避難体制の確立（避難手段・方法） 

 ・災害時要援護者対策（要援護者支援システム・個別計画、施設
改修） 

田原市地震・津波対策戦略ワーキ
ング 
 ・全体WG 

H25.2 地震・津波防災戦略（アクションプラン）（案） 

主な検討経緯 
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地震・津波防災戦略（アクションプラン）の策定 

 Ⅰ．情報伝達等の確立 
 Ⅱ．避難方法・体制の確立 
 Ⅲ．避難場所・避難収容施設等の整備 
 Ⅳ．耐震対策の推進(公共施設・住宅) 

  Ⅰ．海岸堤防等の整備促進 
            (防潮堤・防波堤等) 
 Ⅱ．耐震化の促進(岸壁・堤防等) 

 

命を守る 
迅速・確実・安全な
避難対策の推進！ 

津波からの被害の
軽減！ 

地域住民の防災知
識の向上！ 

 Ⅰ．市民への防災意識の啓発 
 Ⅱ．自主防災組織等の充実 

◆自然災害からの犠牲者ゼロを目指し、 
   “できることから着実に”をスローガンに! 

H24年度策定 

   ◎74項目のソフト・ハード対策を明記（国・県要望含む） 
   ◎国・県・市・企業・地域・個人の適切な役割分担の視点の下、 

    ハード整備は、時間軸の中で整理 

※この外、田原市の災害対策本部運営チェックマニュアルや業務継続計画（ＢＣＰ）を策定 
18 



地震・津波防災戦略のイメージ図 

【今後の展開】 
 ○避難対策・意識啓発等の更なる推進、津波防護対策の促進  
 ○地域防災計画の見直し 
 ○津波防災地域づくり推進計画・国土強靭化地域計画の作成 

【課題】 
○避難路、避難場所(高台・施設)の整備 
○児童生徒の避難と防災教育の徹底 
○要配慮者の支援者の一層の推進 
○避難手段や仕組みづくり 
○海岸保全施設等の嵩上げ、耐震化の整備促進 
○陸閘、樋門等の機能強化 
○臨海部従業員等の帰宅困難者対策 
○臨海部への津波防護機能の整備促進など 
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これまでの津波対策について 

津波対策の推進 

迅速・確実・安全な避難体制の確立 

避難看板の設置 

海抜標示板の設置 

津波避難看板等の設置（『道標』プロジェクト） 

津波避難施設の指定 

保育園児・小中学生の避難対策の推進 

防災マップ及び外国語版防災マップの作成 

防災行政無線の整備 

防災カメラの設置 

避難路等の整備 

安全・安心な避難場所・避難所施設の確保 
ソーラー式照明灯の整備 

防災公園の整備 

災害時要配慮者対策の推進 

避難行動要配慮者台帳登録システムの構築 

避難行動要配慮者支援計画及び個別計画の策定 

小中学校再編に伴う学校の高台移転 

海岸保全施設等の整備 

土地区画整理事業用地の嵩上げ整備 

海岸堤防の耐震化・嵩上げ整備（県管理施設） 

樋門・陸閘の遠隔操作化等の整備（県管理施設） 

人材育成・防災教育の向上、
自主防災組織の充実等 

人材育成、防災・減災意識の向上 

社会福祉施設の防災訓練の充実 

高齢者の体力維持の推進 

子ども防災教室の実施 

防災意識啓発事業の拡充 

自主防災組織等の充実 

地域コミュニティ団体による防災活動の推進 

自主防災会重点支援地区活動の実施 

自主防災施設等の整備支援 

地震・津波防災戦略（アクションプラン）のこれまでの実績 

津波対策の推進 

迅速・確実・安全な避難体制の確立 

避難看板の設置 

海抜標示板の設置 

津波避難看板等の設置（『道標』プロジェクト） 

津波避難施設の指定 

保育園児・小中学生の避難対策の推進 

防災マップ及び外国語版防災マップの作成 

防災行政無線の整備 

防災カメラの設置 

避難路等の整備（市道） 

安全・安心な避難場所・避難所施設の確保 

ソーラー式照明灯の整備 

医療救護所備品等の整備 

避難所備品等の整備 

防災公園の整備 

災害時要配慮者対策の推進 

福祉避難所の整備 

福祉避難所への人員及び福祉用具の調達協力に関する協定の締結 

避難行動要配慮者台帳登録システムの導入 

避難行動要配慮者支援計画及び個別計画の策定 

人にやさしい住宅リフォーム事業の拡充 

小中学校再編に伴う学校の高台移転 

帰宅困難者対策の推進 
帰宅支援ルートマップの作成(帰宅困難者対策) 

田原市企業防災代表幹事会において支援制度の検討 

海岸保全施設等の整備 
土地区画整理事業用地の嵩上げ整備 

海岸堤防の耐震化・嵩上げ整備(県管理施設) 

樋門・陸閘の電動化等の整備(県管理施設) 

耐震対策の推進 

公共施設耐震化の推進 

児童福祉施設の耐震化 

窓ガラス飛散防止対策等の推進 

非構造部材現況調査 

ため池堤防の耐震化の推進 

水道施設の耐震化 

消防拠点施設の整備 

一般住宅等の耐震化の推進 

一般住宅耐震化の支援 

集会所等の耐震化 

啓発活動及び耐震診断ローラー作戦の実施 

簡易耐震対策支援の推進 

災害対策本部機能の向上と応急対策の推進 

迅速な初動体制の確立 
庁内ネットワーク機器の移設 

衛星携帯電話の導入 

確実な応急対策、復旧・復興対策の推進 

被災者支援システムの導入 

ポンプ場・送水場・排水機場等の機能強化 

排水ポンプ車の整備 

災害時相互応援協定、支援協定等の締結推進 

人材育成・防災教育の向上、自主防災組織の充実等 

人材育成、防災・減災意識の向上 

社会福祉施設の防災訓練の充実 

ボランティア看護師等の育成 

健康に関する防災知識の普及活動の実施 

高齢者の体力維持の推進 

子ども防災教室の実施 

防災キャンプの実施 

ボランティアコーディネーターの養成 

防災意識啓発事業の拡充 

自主防災組織等の充実 
地域コミュニティ団体による防災活動の推進 

自主防災会重点支援地区活動の実施 

自主防災施設等の整備支援 

防災資機材の整備等 

電気自動車及び急速充電器等の導入 

消防車両等の整備更新 

消防団車両の整備更新 

防災関係者のDNA採取保管 

耐震性防火水槽の整備 

地震・津波防災戦略（アクションプラン）のこれまでの実績 
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◎海抜標示板の設置 
 ・設置数：499ヶ所（市） 

  

◎避難誘導灯の整備 
・避難誘導灯：8ヶ所 

  （堀切、小塩津、亀山、伊良湖、 
      日出、赤羽根小、伊良湖岬中、 
      中山小）  

迅速・確実・安全な避難体制の確立 

◎津波避難看板の設置 
 ・沿岸部の防災行政無線 

 屋外子局の傍に設置  
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浸水ライン 
セーフティライン 

ライン舗装(3箇所) 

セーフティライン等表示板(7基) 避難誘導看板(4基) 

津波関連標識の設置 道標プロジェクト(堀切校区) 

迅速・確実・安全な避難体制の確立 
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迅速・確実・安全な避難体制の確立 

◎小学生の避難対策の推進 
 ・堀切校区と堀切小学校・PTA合同の避難訓練 
 ・堀切小学校による避難経路看板の設置  

23 



迅速・確実・安全な避難体制の確立 

避難対象区域の指定 

（防災マップ（2015年更
新）の各戸配布） 

◎防災マップ作成 
 ・平成26年11月愛知県発表の 
 浸水想定区域を反映させた防災 
 マップを作成し、全戸配布。また、 
 外国人向けに中国語・英語版の 
 防災マップを作成。  

◎防災・減災 
 お役立ち 
 ガイド作成 
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『早く・安全に・高
い場所への避難』
は、地域が一番良
く知っている！ 

津波の危険な 
74自治会で作成 
(全10３自治会) 
ワークショップ形式 

25 

迅速・確実・安全な避難体制の確立 



【堀切地区】 

【平成24年度 県市津波防災訓
練】 

【要配慮者支援】 

子どもも走る！ 大人も走る！ 

【中山小の屋上へ避難】 

【赤羽根地区】 

サーファーも走る！ 
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迅速・確実・安全な避難体制の確立 



迅速・確実・安全な避難体制の確立 
◎一時避難場所の整備 

笠山公園 

壽鉱業砕石場 
みかわの郷駐車場 笠山防災公園の整備(H24年度～) 

観光マップへも掲載 
27 

◎津波避難施設の指定 

http://www.taharakankou.gr.jp/ufile/article/116_image.jpg


迅速・確実・安全な避難体制の確立 

◎防災行政無線の整備 
 ・津波対策用子局：36局 
 ・防災ラジオ：5,800台 
 
◎その他 
 ・Jアラートシステム 
 ・デジタル地域防災行政無線システム等 
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迅速・確実・安全な避難体制の確立 

◎防災カメラの設置 
 ・市内7箇所に設置（うち1基は、津波 
 監視用。インターネットで配信中） 
 ・通信は、冗長化済み（無線LAN）  
 ・平成27年度中に3基増設予定 

◎避難路の整備 
 ・伊良湖・堀切地区に 
  避難路を整備    

蔵王山 

田原総合
体育館 

デイサービス 

市役所 

赤羽根港 

渥美支所 

大山 
伊良湖ビュー
ホテル 

5GHz帯  

25GHz帯  

中山小学校 

一台はインターネット配
信用固定カメラ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 
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安全・安心な避難場所・避難所施設の確保 

ソーラー式照明灯の整備 

 

防災公園の整備 

◎ソーラー式照明灯の整備 
 ・津波避難用に赤色回 
 転灯付屋外子局を整備    

◎ソーラー式照明灯の整備 
 ・避難所施設等にソーラー式照明灯 
 を整備 9箇所 

◎避難所備品等の整備 
 ・非常用食料等の備蓄（更新） 
 ・間仕切り、簡易トイレ等    

30 



 
■津波避難対策緊急事業計画 
【根拠法令・地域指定・経緯】 
 H26.3.28  南海トラフ地震防災対策特別措置法(H25.12.27制定)の推進地域、津波避難対策特別強化地域に指定 
 H26.7. 3   地域防災計画に「推進計画」の位置付け 
 H27.1.23  南海トラフ地震防災特別措置法に基づく「津波避難対策緊急事業計画」を愛知県知事に意見聴取 
 H27.2. 4  内閣総理大臣への正式協議 
 H27.3.18  内閣総理大臣の同意 ⇒ 国庫負担割合の嵩上げ 
【目的】 
   津波避難対策緊急事業計画に基づき、南海トラフ地震に係る 
 緊急の津波避難対策として、付近に高台等がない避難困難地域 
 の避難場所として人工高台(津波避難マウンド)を整備 
【事業概要】  
  ○津波避難マウンド整備  堀切地区    １か所  H27～29年度 
                  小中山地区  １か所   H27～30年度 
 
  
 

【参考】 津波避難マウンド 静岡県袋井市湊地区 命山 

安全・安心な避難場所・避難所施設の確保 
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災害時要配慮者対策の推進 

◎小中学校再編に伴う 
 学校の高台移転 
 ・津波被害が想定される 
 地域の学校施設を高台 
 に移転    

32 出典「地震・津波災害に強いまちづくりガイドライン」国土交通省 中部地方整備局 平成26年2月 



帰宅困難者対策の推進 
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海岸保全施設等の整備 

土地区画整理事業用地の嵩上
げ整備 

 

海岸堤防の耐震化・嵩上げ整備
（県管理施設） 
 

樋門・陸閘の遠隔操作化等の整
備(県管理施設) 

◎河川堤防の嵩上げ 

◎陸閘の整備 

◎海岸堤防の 
耐震化 
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汐川 

汐川 福江漁港 

汐川河口付近 



公共施設耐震化の推進 

◎公共ふ頭の耐震化 

◎橋梁の耐震化 

◎ため池の耐震化 
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初立池 
田原ふ頭岸壁 

三河港大橋 光崎高架橋 光崎高架橋 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/f/f7/Hattachiike_1977.jpg


耐震化の推進 

◎公共施設耐震化の推進 
 ・小中学校の耐震化 
 ・保育園その他公共施設 
 ・窓ガラス飛散防止フィルム整備 
 ・非構造部材調査 

   

◎一般住宅等の耐震化の推進 
 ・木造住宅無料耐震診断補助 
 ・同耐震改修計画策定補助 
 ・同耐震改修工事補助 
 ・簡易耐震改修補助 
 ・ブロック塀等耐震改修工事補助 
 ・木造家屋耐震診断ローラー作戦 
 ・地区集会所無料耐震診断 
 ・同耐震改修補助金 
  (補助率10/10(限度額500万円)) 
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公共施設の耐震化 飛散防止フィルム 

集会所の耐震化 防災ベッド 



人材育成、防災・減災意識の向上 
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人材育成、防災・減災意識の向上 

◎市民への防災意識の啓発 
 ・市政ほ～もん講座 
 ・市政ぴ～あ～る講座   
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自主防災組織等の充実 

◎自主防災会(組織率100%)への支援 
【財政的支援】 
 ・自主防災活動振興奨励金 
  (1万円＋300円×世帯数) 
 ・自主防災施設等整備補助金 
  (防災備品購入 補助率2/3以内) 
 
【貸与品等】 
 ・可搬式小型動力ポンプ 
 ・法被・ヘルメット・標旗等 
 ・非常持出袋(全世帯配布) 
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自主防災組織等の充実 

◎自主防災会活動重点支援地区(PDCA推進地区) 
 ・毎年、重点地区を指定し組織・活動等について 
  重点的に支援 
 
【活動例】 
 ・防災講習会の開催 
 ・防災フェアの開催 
 ・地域住民アンケートの実施 
 ・自主防災会組織体制の見直し、防災DIG演習 
 ・防災世帯台帳の作成 
 ・防災ウォッチング・防災マップの作成 
 ・災害時要援護者支援体制、家具転倒防止取付 
 ・一時集合場所、一時避難場所の設置 
 ・普通救命・AED講習、消火栓取扱講習の開催 
 ・住宅用火災警報器の共同購入 
  

40 



田原市の地域特性について 
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田原市の概要 

○位置：愛知県南端渥美半島のほぼ全域 
○行政面積：191.12k㎡(東西約30km南北約10km) 
○海岸線延長：97.1km 
○人口：64,119人(H22国調) 

○外国人登録人口：1,281人(H27.3.31) 

○世帯数：21,145世帯(H22国調) 

○1世帯当りの世帯人員：3.03人 
 (S50:4.55人、H2:3.72人) 
○昼間人口：68,343人、夜間人口：64,119人(H22国調) 

○高齢化率：22.2% (H22国調) 

                ○65歳以上単独世帯数：2,827世帯 
                 (独居:1,367世帯、複数:1,460世帯/H26.4.1) 

                ○要支援・要介護認定者数：2,282人(H27.3.31) 

                ○障害者手帳等所持者数：2,655人(H27.3.31) 

                ○観光施設延客数：313万人(H25観光地点等入込客数調査) 

                ○農業産出額：7,244千万円(全国1位、H18生産農業所得統計) 

                ○製造品出荷額等：1兆9,025億円 
                 (県下3位、全国18位、H25工業統計調査) 
                  参考：三河港の完成車取扱量：世界第4位 

                ○従業者数（市内の工業）：14,681人(H25工業統計調査) 
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 田原市の概要 
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田原市の概要 
○海抜 ： －１.２ｍ～３２７.９ｍ(市域の１／４が海抜５ｍ未満の土地) 

○市街化区域及び集落が低地に集中 

○市街化区域：人口比率４０％、面積比率１０％  

○市街化調整区域：人口比率６０％、面積比率９０％ 

○人口１／３が津波避難対象区域内に居住 
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 海沿いの2 つの軸（国道42 号及
び259 号）上に市街地（街）・集落
（町）が展開しているため、今後の
都市づくりは「街」と「町」をコンパ
クトにし、コンパクトな市街地とコン
パクトな集落を効率的につなげる
ことが極めて重要。そのため、こ
れら「まち」のネットワークを形成
することにより地域の個性が活か
され、活力を創出し、都市の豊か
さと農村・漁村の豊かさを併せも
つガーデンシティを目指す。 

街と町をつなぎ豊かさをつむぐ たはらガーデンシティ 

将来の都市構造 

道路ネットワーク図 

 都市計画マスタープラン上のまちづくりの基本的な考え方 

田原市都市計画マスタープラン（H21.3） 45 ※計画策定にあたっての留意事項に、都市計画マスタープランと調和することとなっている。 



地域別の特徴・課題の整理 

・都市計画マスタープランの地域別に防災上の特徴・課題を整理 

④都市地域 

 田原市街化区域を中心
とした地域（田原東部、童
浦、田原中部、衣笠、神
戸、六連の６校区） 

③近郊地域 

 都市地域に西隣
する地域（田原南
部、大草、野田、
高松の４校区） ②内海地域 

 本市西部の内海に面す
る地域（泉、清田、福江、
中山、亀山の５校区） 

①表浜地域 

 本市西部の表浜に面する地域（赤羽根、
若戸、和地、堀切、伊良湖の５校区） 
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表浜地域の現状と被害予測 

津波による浸水（広範囲） 
避難促進施設 4施設 

 （津波浸水想定区域3施設、 

  津波避難対象区域1施設） 
排水機場、ポンプ場 2施設 

災害時要配慮者 194人 

 （和地39、堀切44、伊良湖12、
若戸40、赤羽根59） 
 

伊良湖地区の孤立 

堤防・自転車道・ぼた・保安林・国道42号 

日出、堀切、小塩津、川尻、赤羽根漁港の浸水 

観光客・サーファー・釣り客の避難 

津波到達までの時間が短い 

農地の塩害 

津波高 外海7～21ｍ、伊勢湾側4.5～10ｍ 

到達時間 外海10～20分、伊勢湾側20～25分 

表浜地域の現状 

人口の推移と 
見通し 

 

・ 人口は今後直線的に減少し、高齢化も進むと予測
される。 
・ 高齢者単独世帯や高齢者夫婦のみの世帯の割合
も増加することが予測される。 

土地利用 
・ 市街化区域を除けば、全体として自然公園、森林、

保安林、農業振興地域などの土地利用規制が行わ
れている。 

その他の特徴 

・ 優れた観光資源や文化財等に恵まれており、県内
でも有数の観光地となっている。 
・ 農業は比較的大きな施設園芸が中心となっている。 
・ 漁業は、内海地域についで経営体数が多く専門的

であり、特に赤羽根区域においては、漁船の大型化、
近代化が進んでいる。 
・ 遠州灘沿岸において、伊良湖から小塩津の区間に
低平地が存在し、赤羽根漁港周辺で海抜4～9m、伊
良湖から小塩津で海抜5～12mである。 

L1津波浸水想定 L2津波浸水想定 

表浜地域の被害予測（理論上最大想定） 

建物被害 
全壊焼失棟数 2,064棟 

 うち津波・浸水 714棟 

人的被害 

死者数 893人 

 うち津波・浸水 771人 

  うち自力脱出困難 80人 

  うち逃げ遅れ 691人 

避難者数 

計 避難所 避難所外 

1日後 5,221人 3,295人 1,925人 

1週間後 5,019人 3,167人 1,850人 

1か月後 5,273人 1,582人 3,691人 

・日出・堀切地区においては、地震発生後15

分程度で津波の第一波が到達、その後、内陸
部まで浸水し、三河湾側まで至る。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な
被害を受けることが予想され、復旧まで長期
間要する可能性がある。 

・サーファー、釣り人、観光客が多いところで
あり、被害が広がる可能性がある。 

・スクールバスの運行ルートに浸水想定区域
がある。 
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表浜地域の建物被害・人的被害と要配慮者数 

建物被害（理論上最大想定モデル（地震動：東側ケース、津波：ケース①） 冬夕発災） 
人的被害（理論上最大想定モデル（地震動：陸側ケース、津波：ケース①）、冬早朝発災） 
注）端数処理の関係で、合計が各項目の和と一致しない場合がある。また、 「*」は5人以下を示す。 

         出典「田原市南海トラフ地震被害予測調査業務報告書」田原市 平成27年6月公表 48 

校区名 地区名 

全壊・焼失棟数 
死者数 要配慮者数 

合計 

うち津波 

要介護 
重度障害
者 

独居高齢
者65歳以
上世帯の
み 

高齢者世
帯６５歳以
上世帯の
み 

福祉施設
入居者数 

小学3年
生以下・
幼児・乳
幼児 

外国人 
合計 うち津波  計 

（うち自力
脱出困
難） 

（うち津波
からの逃
げ遅れ） 

赤羽根 

赤羽根東 218 2 18 2 0 2 5 9 10 35   79 39 

赤羽根中 228 0 15 0 0 0 5 10 10 23   60 28 

赤羽根西 293 0 19 0 0 0 6 10 9 31   72 26 

小計 738 2 52 2 0 2 16 29 29 89 0 211 93 

若戸 

池尻 146 26 32 24 8 16 3 7 10 26   47 13 

若見 240 0 20 1 0 1 4 8 9 39   57 22 

越戸 39 0 3 0 0 0 5 6 4 31   28 15 

小計 424 26 55 25 8 17 12 21 23 96 0 132 50 

伊良湖 
伊良湖 31 11 36 31 6 25 2 7 3 13   34 7 

日出 125 100 98 93 10 83 1 * 8 15   14 5 

小計 156 111 134 124 16 108 3 * 11 28 0 48 12 

堀切 
堀切 579 497 520 502 42 460 9 13 24 50   62 57 

小塩津 106 57 108 100 14 86 3 6 5 18   57 15 

小計 685 554 628 602 56 546 12 19 29 68 0 119 72 

和地 

和地一色 15 1 3 1 0 1 3 * 5 5   8 1 

和地 32 17 16 14 0 14 9 11 10 17   58 25 

土田 13 4 4 3 0 3 4 * 3 8   16 11 

小計 60 21 24 18 0 18 16 * 18 30 0 82 37 

表浜地域合計 2,064 714 893 771 80 691 59 96 110 311 0 592 264 

注）要介護：要介護認定3～5度 

   重度障害者：身体障害者手帳1・2級、療養手帳A（知的障害者）、 

           精神障害者保健福祉手帳1級 

平成27年7月田原市調べ 



浸水想定区域内にある主な施設（表浜地域） 

津波による浸水（広範囲） 
避難促進施設 4施設 

 （津波浸水想定区域3施設、 

  津波避難対象区域1施設） 
排水機場、ポンプ場 2施設 

災害時要配慮者 194人 

 （和地39、堀切44、伊良湖12、
若戸40、赤羽根59） 
 

伊良湖地区の孤立 

堤防・自転車道・ぼた・保安林・国道42号 

日出、堀切、小塩津、川尻、赤羽根漁港の浸水 

観光客・サーファー・釣り客の避難 

津波到達までの時間が短い 

農地の塩害 

津波高 外海7～21ｍ、伊勢湾側4.5～10ｍ 

到達時間 外海10～20分、伊勢湾側20～25分 

浸水想定区域内にある主な施設 

  漁港：赤羽根漁港 県内唯一の第四種漁港（避難港）管理者：愛知県 

  港湾：伊良湖港 地方港湾（県内唯一の避難港）管理者：愛知県  

  道の駅：伊良湖クリスタルポルト 

  道の駅：あかばねロコステーション 

  渥美半島菜の花まつり メイン会場「伊良湖菜の花ガーデン」1月上旬～3月末 

  樋門 ４箇所 

  排水機場 ２箇所 

  水防倉庫 １箇所 

  農業用燃料タンク ９７８箇所 

  ガソリンスタンド ３箇所 

第４種漁港 

赤羽根漁港 

（避難港） 
地方港湾 

伊良湖港 

（避難港） 

凡   例 
避難促進施設 3施設 
地区集会所等 1施設 
医療施設 1施設 
消防団詰所 1施設 
排水機場 2施設 
樋門・水門 4箇所 
給油取扱所 3箇所 
下水・集排処理場 2箇所 
集客施設等 5箇所 
農業用燃料タンク 978箇所 

農業用燃料タンク 
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想定される状況・被害等（赤羽根漁港周辺） 

赤羽根漁港（第4種漁港・避難港） 

津波高8～10ｍ 

避難場所 
赤羽根 
中学校 

避難場所 
若戸 
市民館 

道の駅 

あかばねロコステーション 

池尻川水門 

・日出・堀切地区におい
ては、地震発生後15分

程度で津波の第一波が
到達、その後、内陸部
まで浸水し、三河湾側
まで至る。 

・浸水により基幹的産
業である農業が甚大な
被害を受けることが予
想され、復旧まで長期
間要する可能性がある。 

・サーファー、釣り人、
観光客が多いところで
あり、被害が広がる可
能性がある。 

・スクールバスの運行
ルートに浸水想定区域
がある。 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家があり、建物・人的被害が予想される（浸水
世帯33世帯、浸水対象者125人：赤羽根・若戸校区）。 

・津波の到達時間が短く、多くの被害が予想される。 

・土地勘のないサーファー、釣り人、観光客が多く滞在する
ところであり、被害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が被害を受けることが
予想され、復旧まで長期間要する可能性がある。 

・国道42号が浸水域を横断しているため、道路が寸断され
ることが予想される。 

・流された船などの漂流物により、建物・人的被害が予想さ
れる。 

凡   例 

樋門・水門 

給油取扱所 

集客施設等 
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池尻川水門（愛知県）  

赤羽根漁港付近の国道42号 

若見のサーファー（駐車車両） 



想定される状況・被害等（川尻） 

津波高11～14ｍ 

避難場所 
和地 
市民館 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家があり、建物・人的被害が予想され
る（浸水世帯19世帯、浸水対象者76人：和地校区）。 

・土地勘のないサーファー、釣り人が滞在するところ
であり、被害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が被害を受ける
ことが予想され、復旧まで長期間要する可能性があ
る。 

・国道42号が浸水域を横断しているため、道路が寸
断されることが予想される。 

凡   例 
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川尻付近の国道42号 

川尻付近の航空写真 



想定される状況・被害等（日出・堀切・小塩津） 

津波高12～21ｍ 

（津波高21ｍは日出の石門付近） 

避難場所 
旧伊良湖 
小学校 

避難場所 

渥美運動
公園 

避難場所 

伊良湖岬
中学校 

避難場所 
寅之神社 

デイサービス 

デイサービス 

市民館 

消防団詰所 

排水機場 
菜の花まつり 

メイン会場 

（1月上旬～3月下旬） 

樋門 

想定される状況・被害等 

・田原市内で最も高い津波が想定される（日出の石門付近）。 

・津波の到達時間が短く、内陸部まで浸水し、三河湾側まで至る。 

・浸水域に民家が多数あり、また、デイサービスなど災害時要配慮者が滞在する施
設があるため、甚大な建物・人的被害が予想される（建物・人的被害ともに田原市内
最大となる予測。浸水世帯607世帯、浸水対象者2,130人：堀切・小塩津・日出地区）。 

・避難場所まで距離がある民家があり、逃げ遅れによる多くの人的被害が予想され
る。 

・土地勘のない釣り人、観光客が多く滞在するところであり、被害が広がる可能性が
ある。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な被害を受けることが予想され、復旧まで
長期間要する可能性がある。 

・農業用燃料タンクが多く点在しており、浸水後、火災により被害が広がる可能性が
ある（表浜地域全体で978箇所）。 

・路線バス及びスクールバスの運行ルートに浸水域があり、運行中に被害を受ける
可能性がある。 

津波避難
施設 

日出集落センター 

凡   例 

避難促進施設 

地区集会所等 

医療施設 

消防団詰所 

排水機場 

樋門・水門 

給油取扱所 

下水・集排処理場 

集客施設等 

農業用燃料タンク 

凡   例 
避難促進施設 
地区集会所等 
医療施設 
消防団詰所 
排水機場 
樋門・水門 
給油取扱所 
下水・集排処理場 
集客施設等 
農業用燃料タンク 
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凡   例 

避難促進施設 

地区集会所等 

医療施設 

消防団詰所 

排水機場 

樋門・水門 

給油取扱所 

下水・集排処理場 

集客施設等 

農業用燃料タンク 

堀切地区の潮害防備保安林(土堤) 

日出・堀切地区上空写真 



想定される状況・被害等（伊良湖岬） 

津波高10～21ｍ 

（津波高21ｍは日出の石門付近） 

避難場所 
旧伊良湖 
小学校 

伊良湖港 

（地方港湾・避難港） 

伊勢湾側 

津波高5～8ｍ 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家があり、建物・人的被害が予想さ
れる（浸水世帯49世帯、浸水対象者198人：伊
良湖地区）。 

・田原市内で最も高い津波が想定される（日出
の石門付近）。 

・浸水域に観光客が多く集まる施設等があり、
多くの人的被害が予想される。 

・津波から避難した後、道路の寸断により、孤立
することが予想される。 

・土地勘のないサーファー、釣り人、観光客が多
く滞在するところであり、被害が広がる可能性が
ある。 

・流された船などの漂流物により、建物・人的被
害が予想される。 

日出集落センター 

菜の花まつり 

メイン会場 

（1月上旬～3月下旬） 

樋門 

恋路が浜 

道の駅 

伊良湖クリスタルポルト 

排水機場 

海水浴場 

津波避難
施設 

津波避難
施設 

凡   例 

地区集会所等 

排水機場 

樋門・水門 

給油取扱所 

下水・集排処理場 

集客施設等 
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伊良湖港駐車賞 

日出石門付近 

伊良湖のサーファー 



内海地域の現状と被害予測 

内海地域の現状 

人口の推移と 
見通し 

 

・ 人口は今後直線的に減少し、高齢化も進むと予測さ
れる。 
・ 高齢者単独世帯や高齢者夫婦のみの世帯の割合も
増加することが予測される。 

土地利用 

・ 市街化区域を除けば、全体として自然公園、森林、保
安林、農業振興地域などの土地 
利用規制が行われている。 
・ 保美地域等市街化区域近傍で住宅等のスプロール
の進行が見られている。 

その他の特徴 

・ 多くの港や文化財などに恵まれている。 
・ 漁業は、市内で最も漁業経営体数が多い地域となっ
ている。 
・ 漁業種別では、採貝、潜水器、小型底引き網などが
中心となっている。 
・ 伊勢湾、三河湾沿岸においては、海抜海岸堤防の多
くが整備から50年経過し、老朽化が問題となっている。 
・ 西ノ浜で海抜3.4～4.0m、福江地区で海抜0.2～7.7m、
泉地区で海抜1.6～3.4mとなっている。 

内海地域の被害予測（理論上最大想定） 

建物被害 
全壊焼失棟数 2,745棟 

 うち津波・浸水 97棟 

人的被害 

死者数 426人 

 うち津波・浸水 188人 

  うち自力脱出困難 164人 

  うち逃げ遅れ 24人 

避難者数 

計 避難所 避難所外 

1日後 8,540人 5,356人 3,184人 

1週間後 7,748人 4,771人 2,977人 

1か月後 8,385人 2,506人 5,879人 

L2津波浸水想定 L1津波浸水想定 
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内海地域の建物被害・人的被害と要配慮者数 

55 

校区名 地区名 

全壊・焼失棟数 
死者数 要配慮者数 

合計 

うち津波 

要介護 
重度障害
者 

独居高齢
者65歳以
上世帯の
み 

高齢者世
帯６５歳以
上世帯の
み 

福祉施設
入居者数 

小学3年生
以下・幼
児・乳幼児 

外国人 
合計 

うち 
津波 

 計 
（うち自力脱
出困難） 

（うち津波か
らの逃げ遅

れ） 

泉 

宇津江 59  0  5  0  0  0  4 *  0 16   14 8 

江比間 252  5  39  21  16  5  5 28 38 37   91 40 

八王子 76  0  5  0  0  0  2 * 3 6   22 74 

村松 49  0  4  0  0  0  1 * 2 8   15 50 

馬伏 26  0  2  0  0  0  1 * 2 4   5 11 

伊川津 123  5  23  13  12  1  4 10 13 36   40 5 

石神 44  0  4  0  0  0  2 7 4 22 100 27 27 

夕陽が浜 9  1  2  1  1  0  0 * 2 8   17 4 

小計 638  11  84  35  29  6  19 * 64 137 100 231 219 

清田 

山田 10  0  2  0  0  0    * 3 2   15 0 
高木 67  0  6  1  1  0  6 7 19 17   32 10 

折立 97  2  13  5  5  0  2 11 12 23   30 8 

古田 185  1  19  3  3  0  6 19 30 83   75 19 

小計 360  3  39  9  9  0  14 * 64 125 0 152 37 

福江 

長沢 5  0  1  0  0  0  4 * 4 6   9 7 

福江 511  14  64  27  23  4  12 40 48 114   170 45 

保美 144  0  16  2  2  0  12 19 46 68 47 123 72 

向山 71  16  9  6  6  0  3 * 1  0   9 24 

小計 731  30  91  35  31  4  31 * 99 188 47 311 148 

中山 
中山 551  10  70  21  20  1  15 45 36 73   207 48 

小中山 363  39  107  68  58  10  26 34 39 96 80 147 67 

小計 914  49  177  89  78  11  41 79 75 169 80 354 115 

亀山 
亀山 41  0  9  3  3  0  3 7 6 15   37 10 

西山 62  3  25  17  14  3  3 11 11 21   46 17 
小計 102  3  35  20  17  3  6 18 17 36 0 83 27 

内海地域合計 2745  97  426  188  164  24  111 256 319 655 227 1,131 546 

建物被害（理論上最大想定モデル（地震動：東側ケース、津波：ケース①） 冬夕発災） 
人的被害（理論上最大想定モデル（地震動：陸側ケース、津波：ケース①）、冬早朝発災） 
注）端数処理の関係で、合計が各項目の和と一致しない場合がある。また、 「*」は5人以下を示す。 

         出典「田原市南海トラフ地震被害予測調査業務報告書」田原市 平成27年6月公表 

注）要介護：要介護認定3～5度 

   重度障害者：身体障害者手帳1・2級、療養手帳A（知的障害者）、 

           精神障害者保健福祉手帳1級 

平成27年7月田原市調べ 



浸水想定区域内にある主な施設（内海地域） 

凡   例 
避難促進施設 1施設 
地区集会所等 3施設 
医療施設 6施設 
消防団詰所 1施設 
排水機場 13施設 
樋門・水門 21箇所 
給油取扱所 5箇所 
下水・集排処理場 6箇所 
農業用燃料タンク 677箇所 農業用燃料タンク 

特別防災区域 
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第1種漁港 

伊川津漁港 

地方港湾 

福江港 

第2種漁港 

福江漁港 

地方港湾 

泉港 



想定される状況・被害等（亀山・中山） 

排水機場 

排水機場 

津波高4～7ｍ 

凡   例 

排水機場 

樋門 

給油取扱所 

農業用燃料タンク 

津波避難
施設 

津波避難
施設 

排水機場 

想定される状況・被害等 

・太平洋側から内陸部への浸水と伊勢湾側からの浸水により三河湾まで至る。 

・浸水域に民家があり、建物・人的被害が予想される（浸水世帯228世帯、浸水対象者759人：亀山校区）。 

・津波から避難した後、道路の寸断により、孤立することが予想される。 

・土地勘のない釣り人、観光客が滞在するところであり、被害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な被害を受けることが予想され、復旧まで長期間要する可能性がある。 

・農業用燃料タンクが点在しており、浸水後、火災により被害が広がる可能性がある（内海地域全体で677箇所）。 

・路線バスの運行ルートに浸水域があり、運行中に被害を受ける可能性がある。 
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伊勢湾側海岸 



想定される状況・被害等（中山・福江） 

伊勢湾側 

津波高4～7ｍ 

津波避難
施設 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家が多数あり、建物・人的被害が予想される（浸水世帯
1,083世帯、浸水対象者3,540人：中山、福江校区）。 

・近くに高台がなく、避難場所まで距離がある民家があり、逃げ遅れに
よる人的被害が予想される。 

・津波から避難した後、道路の寸断により、孤立することが予想される。 

・土地勘のない釣り人等が滞在するところであり、被害が広がる可能
性がある。 

・津波遡上に伴い、中部電力㈱渥美火力発電所のパイプラインが破損
し、着火した場合は、火災等が発生する可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な被害を受けることが予想
され、復旧まで長期間要する可能性がある。 

・農業用燃料タンクが点在しており、浸水後、火災により被害が広がる
可能性がある（内海地域全体で677箇所）。 

・流された船などの漂流物により、建物・人的被害が予想される。 

津波高3～4ｍ 

中部電力㈱ 

渥美火力発電所 

移送取扱所 

（パイプライン） 

折立公民館 

消防団詰所 

凡   例 

地区集会所等 

医療施設 

消防団詰所 

排水機場 

樋門・水門 

給油取扱所 

下水・集排処理場 

農業用燃料タンク 

地方港湾 

福江港 

第2種漁港 

福江漁港 

天白川水門  

パイプライン（中電）  

桟橋（中電）  

58 



想定される状況・被害等（清田・泉） 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家が多数あり、建物・人的被害が予想される（浸水世帯546世帯、浸水
対象者1,727人：清田、泉校区）。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な被害を受けることが予想され、復旧ま
で長期間要する可能性がある。 

・農業用燃料タンクが点在しており、浸水後、火災により被害が広がる可能性がある
（内海地域全体で677箇所）。 

・国道259号が浸水域を横断しているため、道路が寸断されることが予想される。 

・流された船などの漂流物により、建物・人的被害が予想される。 

津波高3～4ｍ 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家があり、建物・人的被害が予想される。 

・津波の到達時間が短く、多くの被害が予想される。 

・土地勘のないサーファー、釣り人、観光客が多く滞在する
ところであり、被害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が被害を受けることが
予想され、復旧まで長期間要する可能性がある。 

・国道42号が浸水域を横断しているため、道路が寸断され
ることが予想される。 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家があり、建物・人的被害が予想され
る。 

・土地勘のないサーファー、釣り人が滞在するところ
であり、被害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が被害を受ける
ことが予想され、復旧まで長期間要する可能性があ
る。 

・国道42号が浸水域を横断しているため、道路が寸
断されることが予想される。 

想定される状況・被害等 

・津波の到達時間が短く、内陸部まで浸水し、三河湾側まで至る。 

・浸水域に民家が多数あり、また、デイサービスなど災害時要配
慮者が滞在する施設があるため、甚大な建物・人的被害が予想
される（建物・人的被害ともに田原市内最大となる予測）。 

・避難場所まで距離がある民家があり、逃げ遅れによる多くの
人的被害が予想される。 

・土地勘のない釣り人、観光客が多く滞在するところであり、被
害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な被害を受けること
が予想され、復旧まで長期間要する可能性がある。 

・農業用燃料タンクが多く点在しており、浸水後、火災により被
害が広がる可能性がある（表浜地域全体で978箇所）。 

・スクールバスの運行ルートに浸水域があり、被害を受ける可能
性がある。 

泉保育園 

泉中学校 

夕陽が浜集会所 

泉市民館 

伊川津分館 

折立公民館 

凡   例 

避難促進施設 

地区集会所等 

医療施設 

排水機場 

樋門・水門 

給油取扱所 

下水・集排処理場 

農業用燃料タンク 59 

第1種漁港 

伊川津漁港 
地方港湾 

泉港 

夕陽が浜堤防  泉港 

福江港陸閘 

福江港堤防  



近郊地域の現状と被害予測 

近郊地域の現状 

人口の推
移と見通
し 
 

・ 人口は今後ゆるやかにではあるが減少し、高齢化も進む
と予測される。 
・ 高齢者単独世帯や高齢者夫婦のみの世帯の割合も増加
することが予測される。 
・ 地域内には開発団地の多くが集中しており、年齢構成に
偏りが見られている。 

土地利用 
・ 全体として自然公園、森林、保安林、農業振興地域などの

土地利用規制が行われているが、農業振興地域白地にお
いて、住宅の立地が見られている。 

その他の
特徴 

・ 観光、交流資源は他地域に比べ豊富とはいえないが、農
業に関連した交流の基盤が整備されている。 
・ 農業は稲作や露地栽培を中心とする野菜が中心で、親し
みのある農業経営となっている。 
・ 三河湾沿岸においては、海岸堤防の多くが整備から50年
経過し、老朽化が問題となっている。 
・ 遠州灘沿岸は、海抜29～39mで、海食崖が形成されてお
り、三河湾沿岸は、海抜2.1～13mである。 

近郊地域の被害予測（理論上最大想定） 

建物被害 
全壊焼失棟数 1,278棟 

 うち津波・浸水 1棟 

人的被害 

死者数 68人 

 うち津波・浸水 1人 (仁崎) 

  うち自力脱出困難 1人 (仁崎) 

  うち逃げ遅れ 0人 

避難者数 

計 避難所 避難所外 

1日後 3,516人 2,112人 1,404人 

1週間後 4,290人 2,153人 2,137人 

1か月後 4,554人 1,367人 3,187人 

L1津波浸水想定 L2津波浸水想定 

  
全壊・焼失
棟数   

地域 津波 合計 

表浜 714 2,063 

内海 96 2,745 

近郊 0 1,278 

都市 6 6,337 

合計 816 12,423 

    死者数     

地域 津波 自力困難 逃げ遅れ 合計 

表浜 771 80 691 893 

内海 188 164 24 426 

近郊 3 1 2 68 

都市 28 22 6 185 

合計 990 267 723 1,572 

  1日後 1週間後 1ヵ月後 

地域 避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外 

表浜 3,295 1,925 3,167 1,850 1,582 3,691 

内海 5,356 3,184 4,771 2,977 2,506 5,879 

近郊 2,112 1,404 2,153 2,137 1,367 3,187 

都市 10,955 7,137 10,681 9,689 6,372 14,870 

合計 21,718 13,650 20,772 16,653 11,827 27,627 
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近郊地域の建物被害・人的被害と要配慮者数 
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校区名 地区名 

全壊・焼失棟数 
死者数 要配慮者数 

合計 

うち津波 

要介護 
重度障害
者 

独居高齢
者65歳以
上世帯の
み 

高齢者世
帯６５歳以
上世帯の
み 

福祉施設
入居者数 

小学3年生
以下・幼
児・乳幼児 

外国人 
合計 

うち 
津波 

 計 
（うち自力脱
出困難） 

（うち津波か
らの逃げ遅

れ） 

泉 

宇津江 59  0  5  0  0  0  4 *  0 16   14 8 

江比間 252  5  39  21  16  5  5 28 38 37   91 40 

八王子 76  0  5  0  0  0  2 * 3 6   22 74 

村松 49  0  4  0  0  0  1 * 2 8   15 50 

馬伏 26  0  2  0  0  0  1 * 2 4   5 11 

伊川津 123  5  23  13  12  1  4 10 13 36   40 5 

石神 44  0  4  0  0  0  2 7 4 22 100 27 27 

夕陽が浜 9  1  2  1  1  0  0 * 2 8   17 4 

小計 638  11  84  35  29  6  19 * 64 137 100 231 219 

清田 

山田 10  0  2  0  0  0    * 3 2   15 0 

高木 67  0  6  1  1  0  6 7 19 17   32 10 
折立 97  2  13  5  5  0  2 11 12 23   30 8 

古田 185  1  19  3  3  0  6 19 30 83   75 19 

小計 360  3  39  9  9  0  14 * 64 125 0 152 37 

福江 

長沢 5  0  1  0  0  0  4 * 4 6   9 7 

福江 511  14  64  27  23  4  12 40 48 114   170 45 

保美 144  0  16  2  2  0  12 19 46 68 47 123 72 

向山 71  16  9  6  6  0  3 * 1  0   9 24 

小計 731  30  91  35  31  4  31 * 99 188 47 311 148 

中山 
中山 551  10  70  21  20  1  15 45 36 73   207 48 

小中山 363  39  107  68  58  10  26 34 39 96 80 147 67 

小計 914  49  177  89  78  11  41 79 75 169 80 354 115 

亀山 
亀山 41  0  9  3  3  0  3 7 6 15   37 10 

西山 62  3  25  17  14  3  3 11 11 21   46 17 

小計 102  3  35  20  17  3  6 18 17 36 0 83 27 

内海地域合計 2745  97  426  188  164  24  111 256 319 655 227 1,131 546 

校区名 地区名 

全壊・焼失棟数 
死者数   

合計 

うち津波 

要介護 
重度障害
者 

独居高齢
者65歳以
上世帯の
み 

高齢者世
帯６５歳以
上世帯の
み 

福祉施設
入居者数 

小学3年生
以下・幼
児・乳幼児 

外国人 
合計 うち津波  計 

（うち自力
脱出困難） 

（うち津波
からの逃
げ遅れ） 

大草 
大草 267  0  10  0  0  0  7  10  6 10  107 5 

大草団地 34  0  2  0  0  0  1  7  10 25  24 4 

小計 301  0  12  0  0  0  8  17  16 35 0 131 9 

田原南部 大久保 218  0  11  0  0  0  5  21  18 42  223 10 

小計 218  0  11  0  0  0  5  21  18 42 0 223 10 

野田 

芦 22  0  2  0  0  0  0  * 1 4  28 2 

南 25  0  1  0  0  0  5  * 5 8  23 11 

彦田 37  0  2  0  0  0  2  * 1 6  16 0 

雲明 22  0  1  0  0  0  5  * 6 14  17 0 

保井 36  0  2  0  0  0  4  * 2 4  15 6 

東馬草 40  0  2  0  0  0  3  * 4 11  14 6 

山ノ神 36  0  2  0  0  0  1  * 4 9  12 0 

西馬草 46  0  2  0  0  0  3  * 1 9  12 0 

今方 30  0  2  0  0  0  0  * 5 8  7 3 

北海道 17  0  1  0  0  0  1  * 1 10  5 0 

野田市場 42  0  2  0  0  0  1  * 2 11  12 0 

仁崎 55  0  4  1  1  0  2  * 6 4 22 36 9 

ほると台 2  0  0  0  0  0  1  * 4 2  20 0 

小計 411  0  23  1  1  0  28  37  42 100 22 217 37 

高松 高松 348  0  22  0  0  0  19  18  21 58 13 123 63 

小計 348  0  22  0  0  0  19  37  21 58 13 123 63 

近郊地区合計 1278  1  68  1  1  0  60  93  97 235 35 694 119 

建物被害（理論上最大想定モデル（地震動：東側ケース、津波：ケース①） 冬夕発災） 
人的被害（理論上最大想定モデル（地震動：陸側ケース、津波：ケース①）、冬早朝発災） 
注）端数処理の関係で、合計が各項目の和と一致しない場合がある。また、 「*」は5人以下を示す。 

         出典「田原市南海トラフ地震被害予測調査業務報告書」田原市 平成27年6月公表 

注）要介護：要介護認定3～5度 

   重度障害者：身体障害者手帳1・2級、療養手帳A（知的障害者）、 

           精神障害者保健福祉手帳1級 

平成27年7月田原市調べ 



浸水想定区域内にある主な施設（近郊地域） 

津波高14～18ｍ 

津波高2～4ｍ 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家が多数あり、建物・人的被害が予想される。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な被害を受けることが予想され、
復旧まで長期間要する可能性がある。 

・農業用燃料タンクが点在しており、浸水後、火災により被害が広がる可能
性がある（内海地域全体で677箇所）。 

・国道259号が浸水域を横断しているため、道路が寸断されることが予想さ
れる。 

想定される状況・被害等 

・浸水域に民家があり、建物・人的被害が予想される。 

・津波の到達時間が短く、多くの被害が予想される。 

・土地勘のないサーファー、釣り人、観光客が多く滞在する
ところであり、被害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が被害を受けることが
予想され、復旧まで長期間要する可能性がある。 

・国道42号が浸水域を横断しているため、道路が寸断され
ることが予想される。 

想定される状況・被害等 

・この地区の浸水域は比較的狭い（浸水世帯22世帯、
浸水対象者52人：近郊地域） 

・浸水域の一部に民家があり、建物・人的被害が予想
される（三河湾側）。 

・土地勘のないサーファー、釣り人が多く滞在するとこ
ろであり、被害が広がる可能性がある（遠州灘沿岸）。 

・遠州灘沿岸に高い津波が襲うが、民家のあるところ
は高台であるため、被害はないと予想される。 

想定される状況・被害等 

・津波の到達時間が短く、内陸部まで浸水し、三河湾側まで至る。 

・浸水域に民家が多数あり、また、デイサービスなど災害時要配
慮者が滞在する施設があるため、甚大な建物・人的被害が予想
される（建物・人的被害ともに田原市内最大となる予測）。 

・避難場所まで距離がある民家があり、逃げ遅れによる多くの
人的被害が予想される。 

・土地勘のない釣り人、観光客が多く滞在するところであり、被
害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な被害を受けること
が予想され、復旧まで長期間要する可能性がある。 

・農業用燃料タンクが多く点在しており、浸水後、火災により被
害が広がる可能性がある（表浜地域全体で978箇所）。 

・スクールバスの運行ルートに浸水域があり、被害を受ける可能
性がある。 

樋門 

水門 

津波による浸水（狭い範囲） 
避難促進施設 0施設 

排水機場、ポンプ場 0施設 

災害時要配慮者 180人 

 （野田74、南部28、高松46、大草32） 
 

津波による浸水想定区域が狭い 

堤防 

仁崎の一部の住宅地への浸水 

外海のサーファー、釣り客の避難 

津波高 外海10～20ｍ、三河湾側2～3ｍ 

到達時間 外海10～15分、三河湾側40～60分 
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凡   例 

樋門・水門 

農業用燃料タンク 

地方港湾 

馬草港 

大草海岸（遠州灘沿岸）  

仁崎海岸堤防（三河湾側）  



都市地域の現状と被害予測 

都市地域の現状 

人口の推
移と見通し 

 

・ 人口は臨海部工業地域の就業者を中心にゆるやかでは
あるが増加していくと予測される。 
・ 高齢者単独世帯や高齢者夫婦のみの世帯の割合は増
加することが予測される。 

土地利用 

・ 市街化区域を除けば、全体として自然公園、森林、保安
林、農業振興地域などの土地利用規制が行われている。 
・ 市街化区域近傍で住宅等のスプロールの進行が見られ
ている。 

その他の
特徴 

・ 優れた文化財等が多数所在しているとともに、観光・交
流資源に恵まれた地域である。 
・ 県下でも有数の面積を有する臨海部工業地域を有して
いる。 
・ 三河湾沿岸においては、海抜0.7～11mで、海岸堤防の
多くが整備から50年経過し、老朽化が問題となっている。 
・ 遠州灘沿岸は、海抜50～67mで、海食崖が形成されてい
る。 

都市地域の被害予測（理論上最大想定） 

建物被害 
全壊焼失棟数 6,337棟 

 うち津波・浸水 6棟 

人的被害 

死者数 185人 

 うち津波・浸水 28人 

  うち自力脱出困難 22人 

  うち逃げ遅れ 6人 

避難者数 

計 避難所 避難所外 

1日後 18,092人 10,955人 7,137人 

1週間後 20,370人 10,681人 9,689人 

1か月後 26,697人 11,827人 14,870人 

L1津波浸水想定 L2津波浸水想定 

  
全壊・焼失
棟数   

地域 津波 合計 

表浜 714 2,063 

内海 96 2,745 

近郊 0 1,278 

都市 6 6,337 

合計 816 12,423 

    死者数     

地域 津波 自力困難 逃げ遅れ 合計 

表浜 771 80 691 893 

内海 188 164 24 426 

近郊 3 1 2 68 

都市 28 22 6 185 

合計 990 267 723 1,572 

  1日後 1週間後 1ヵ月後 

地域 避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外 

表浜 3,295 1,925 3,167 1,850 1,582 3,691 

内海 5,356 3,184 4,771 2,977 2,506 5,879 

近郊 2,112 1,404 2,153 2,137 1,367 3,187 

都市 10,955 7,137 10,681 9,689 6,372 14,870 

合計 21,718 13,650 20,772 16,653 11,827 27,627 
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都市地域の建物被害・人的被害と要配慮者数 
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校区名 地区名 

全壊・焼失棟数 
死者数 要配慮者数 

合計 

うち津波 

要介護 重度障害者 
独居高齢者65
歳以上世帯の

み 

高齢者世帯６５
歳以上世帯の

み 

福祉施設入居
者数 

小学3年生以
下・幼児・乳幼

児 
外国人 

合計 うち津波 計 
（うち自力脱出

困難） 
（うち津波から
の逃げ遅れ） 

六連 

長上 9  0  0  0  0  0  0 *       1 0 

久美原 56  0  2  0  0  0  4 * 3 10   13 0 

浜田 62  0  2  0  0  0  2 6   4   31 1 

百々 201  0  7  0  0  0  16 16 12 19 211 44 18 

新浜 35  0  1  0  0  0  1 * 2 12   27 1 

小計 362  0  12  0  0  0  23 29 17 45 211 116 20 

神戸 

川岸 247  0  7  3  3  0  3 8 16 25   38 9 

漆田一区 267  0  4  0  0  0  5 10 25 46   121 21 

漆田二区 136  0  2  0  0  0  1 * 13 20   38 3 

漆田三区 93  0  2  1  1  0  1 8 12 26   71 12 

東赤石 62  0  0  0  0  0  2 * 1 4   40 9 

サンコート 1  0  0  0  0  0  1 * 10 10   31 14 

神戸市場 81  0  1  0  0  0  2 * 4 2   24 0 

青津 191  0  3  0  0  0  2 7 5 21   34 1 

希望が丘 4  0  0  0  0  0  0 * 8 5   17 3 

赤松 158  0  4  0  0  0  3 7 6 3   66 18 

志田 24  0  1  0  0  0  0 * 6 7   5 1 

新美 28  0  1  0  0  0  2 *   7   10 2 

南町 115  0  3  0  0  0  1 * 8 16 100 20 0 

谷ノ口 51  0  2  0  0  0  0 * 3 10   21 6 

東ヶ谷 92  0  3  0  0  0  3 * 3 4   15 7 

小計 1552  1  33  4  4  0  26 77 120 206 100 551 106 

田原東部 

相川 43  0  1  0  0  0  1 * 2 8   17 1 

谷熊 146  1  7  3  1  2  7 15 5 26   60 4 

やぐま台 144  0  3  0  0  0  7 9 20 55   70 6 

豊島 591  0  11  1  1  0  9 25 27 92 9 193 33 

御殿山 67  0  0  0  0  0  0 *       129 3 

小計 992  1  23  4  2  2  24 55 54 181 9 469 47 

童浦 

吉胡 116  1  6  2  1  1  4 10 6 16   32 1 

木綿台 42  0  1  0  0  0  3 7 3 11   57 1 

吉胡台 32  0  1  0  0  0  0 * 3   47 54 2 

浦 215  2  12  1  1  0  8 19 15 50   176 25 

西浦 10  0  1  0  0  0  0 0   2   77 5 

波瀬 48  0  1  0  0  0  3 * 3 10   35 1 

姫見台 15  0  0  0  0  0  0 * 1 4   28 3 

片浜 43  0  2  0  0  0  2 * 3 13   9 0 

白谷 43  0  2  0  0  0  2 0 6 9   19 2 

光崎 42  0  1  0  0  0  3 * 1 4   184 11 

片西 16  0  1  1  0  1  1 *   3   97 13 

小計 622  3  27  4  2  2  26 60 41 122 47 768 64 

建物被害（理論上最大想定モデル（地震動：東側ケース、津波：ケース①） 冬夕発災） 
人的被害（理論上最大想定モデル（地震動：陸側ケース、津波：ケース①）、冬早朝発災） 
注）端数処理の関係で、合計が各項目の和と一致しない場合がある。また、 「*」は5人以下を示す。 

         出典「田原市南海トラフ地震被害予測調査業務報告書」田原市 平成27年6月公表 

注）要介護：要介護認定3～5度 

   重度障害者：身体障害者手帳1・2級、療養手帳A（知的障害者）、 

           精神障害者保健福祉手帳1級 

平成27年7月田原市調べ 



都市地域の建物被害・人的被害と要配慮者数 
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校区名 地区名 

全壊・焼失棟数 
死者数 要配慮者数 

合計 

うち津波 

要介護 重度障害者 
独居高齢者
65歳以上世
帯のみ 

高齢者世帯６
５歳以上世帯

のみ 

福祉施設入
居者数 

小学3年生以
下・幼児・乳
幼児 

外国人 
合計 うち津波 計 

（うち自力脱
出困難） 

（うち津波か
らの逃げ遅

れ） 

田原中部 一番東 206  0  5  1  1  0  4 * 18 21 5 33 5 

  一番西 96  0  2  0  0  0  3 * 15 16   19 1 

  三番組 82  0  2  0  0  0  7 * 11 22 154 72 4 

  四番組東 40  0  1  0  0  0  0 * 8 18   48 2 

  四番組西 119  0  3  0  0  0  2 10 8 21   58 2 

  四番組南 177  1  6  3  2  1  5 16 14 42 20 67 5 

  蔵王 3  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

  蔵王東ヶ丘 75  0  2  0  0  0  2 10 13 27   31 1 

  蔵王南ヶ丘 57  0  1  0  0  0  2 6 10 29   33 2 

  萱町一区 193  0  13  9  8  1  8 8 37 32 136 132 7 

  萱町二区 180  0  8  3  3  0  4 * 18 33   27 1 

  萱町三区 188  0  5  0  0  0  3 * 10 26   9 0 

  本町 93  0  2  0  0  0  3 6 16 17   21 0 

  新町 272  0  7  0  0  0  6 8 21 28   41 23 

小計 1778  1  58  16  14  2  49 86 199 332 315 591 53 

衣笠 

加治 383  0  15  0  0  0  12 30 31 89   124 2 

衣笠 164  0  7  0  0  0  9 9 21 33   88 8 

八軒家 157  0  7  0  0  0  3 9 11 53   122 14 

藤七原 50  0  2  0  0  0  2 * 5 23 9 50 4 

鎌田 16  0  0  0  0  0  4 11 17 26   87 12 

東滝頭 9  0  0  0  0  0  0 0  0  0   0 2 

赤石 126  0  1  0  0  0  2 10 18 29   91 20 

小計 905  0  32  0  0  0  32 72 103 253 9 562 62 

  

緑が浜 124  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

姫島 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

白浜 2  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

小計 126  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

都市地域合計 6336  6  185  28  22  6  180 379 534 1,139 691 3,057 352 

建物被害（理論上最大想定モデル（地震動：東側ケース、津波：ケース①） 冬夕発災） 
人的被害（理論上最大想定モデル（地震動：陸側ケース、津波：ケース①）、冬早朝発災） 
注）端数処理の関係で、合計が各項目の和と一致しない場合がある。また、 「*」は5人以下を示す。 

         出典「田原市南海トラフ地震被害予測調査業務報告書」田原市 平成27年6月公表 

注）要介護：要介護認定3～5度 

   重度障害者：身体障害者手帳1・2級、療養手帳A（知的障害者）、 

           精神障害者保健福祉手帳1級 

平成27年7月田原市調べ 



凡   例 
避難促進施設 9施設 
地区集会所等 5施設 
医療施設 5施設 
排水機場 16施設 
樋門・水門 14箇所 
給油取扱所 3箇所 
下水・集排処理場 2箇所 
農業用燃料タンク 67箇所 66 

第1種漁港 

姫島漁港 

重要港湾 

三河港 

特別防災区域 

田原市街地  

浸水想定区域内にある主な施設（都市地域） 



想定される状況・被害等（都市地域） 

想定される状況・被害等 

・浸水域に市街地があり、民家が集中しているため、
建物・人的被害が予想される（浸水世帯743世帯、
浸水対象者1,944人：都市地域）。 

・浸水域にショッピングセンターや田原文化会館な
どの市民が多く集まる施設があり、また、保育園な
どの災害時要配慮者が滞在する施設が多数あり、
被害が広がる可能性がある。 

・浸水により基幹的産業である農業が甚大な被害を
受けることが予想され、復旧まで長期間要する可能
性がある。 

・臨海企業従事者が道路の寸断等により、帰宅困
難になることが予想される。 

津波高3～4ｍ 

津波高2～4ｍ 

凡   例 

避難促進施設 

地区集会所等 

医療施設 

排水機場 

樋門・水門 

給油取扱所 

下水・集排処理場 

農業用燃料タンク 67 

第1種漁港 

姫島漁港 

重要港湾 

三河港 

汐川  

汐川  

特別防災区域 



脆弱性の評価について 
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脆弱性の評価項目 
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大項目 小項目 脆弱性の内容 

避難の困難性 

避難困難地域 

津波避難施設の利用可否 

避難路の寸断箇所 

津波到達時間までに避難できない地域 

要配慮者利用施設の浸水 浸水域内の要配慮者利用施設の避難方法 

避難誘導が必要な集客施設等 浸水域内の集客施設等の避難方法 

情報伝達不可能区域 防災行政無線等の伝達不可能区域 

建物被災の危険性 
津波浸水による建物被災 浸水域内の建物棟数 

揺れや火災による建物被災 全壊・焼失棟数 

産業被災の危険性 浸水による産業被災 津波浸水による産業被災状況 

応急・復旧活動の困難性 

支援活動の困難 緊急輸送路等の被災状況 

被災建物等による災害廃棄物等の発生 瓦礫の発生量・処理費 

ライフラインの途絶 ライフラインの途絶地域 

地域の孤立 被災後孤立する地域 



今後のスケジュールについて 
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田原市津波防災地域づくり推進計画 策定スケジュール 

        月 
会議等 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

市防災会議 
   ★ 
    下旬 

    
    ☆ 
    （書面） 

    ★  

津波防災地域づくり 
推進協議会 

● 
5 

     ● 
    下旬 

    ● 
  中下旬 

検討ワーキング           

検討作業 

 STEP1 

  現状把握 

 STEP2 

  脆弱性分析・評価 

 STEP3 

  施策・事業の検討 

 STEP4 
  計画(素案・案) 

市          
  ■ 
報告 

 ■ 
承認 

    ■ 
   公表 

    パブコメ 

  市部長会議   
  市政策会議 

□ 
上旬 

     
□ 
上旬 

  
□ 
上旬 

     
 
 

市議会 
     ☆ 
      29 

     ☆ 
      31 

  
 
 

     
     ☆ 
     下旬 

   ☆ 

市地域コミュニティ連
合会 

      
    ○ 
 中下旬 

   ○        ○ 

１か月 

策定 
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